
　

大
型
台
風
や
災
害
級
の
猛
暑
な
ど
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
災
害
が

年
々
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内

の
あ
る
若
者
は
「
（
将
来
を
悲
観
し
）

子
ど
も
を
産
み
た
く
な
い
と
い
う
友

人
も
い
る
。
船
橋
市
は
市
民
に
取
り

組
み
を
求
め

る
だ
け
で
な

く
、
行
政
と

し
て
温
暖
化

問
題
に
取
り

　

日
本
共
産
党
は
、
７
月
28
日
、
安
倍
晋

三
首
相
へ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
急
拡
大
を
抑
止
す
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

等
検
査
を
大
規
模
に
拡
充
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
る
緊
急
の
申
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
少
な
さ

は
、
世
界
的
に
も
突
出
し
て
い
ま
す
。
世

界
各
国
の
統
計
資
料
を
分
析
し
て
い
る
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ワ
ー
ル
ド
メ
ー
タ
ー
」
に

よ
れ
ば
、
28
日
時
点
で
、
人
口
１
０
０
万

人
あ
た
り
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
数
は
、
日

本
は
２
１
５
の
国
・
地
域
中
で
１
５
９
位
。

主
要
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
の
中
で
は
、
英
国

（
14
位
）
、
米
国
（
21
位
）
、
ド
イ
ツ
（
45

位
）
な
ど
と
比
べ
、
最
低
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
新
し
い
検
査
機
器
を
導
入

　

申
入
れ
の
際
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
は
感
染
者
が
急
増
し
て
い
る
地
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組
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

船
橋
市
と
船
橋
市
地
球
温
暖
化
対

策
協
議
会
は
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
『
18
の
ア
ク
シ
ョ
ン
』
を
定
め
、

マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
の
活
用
、

省
エ
ネ
家
電
の
選
択
や
エ
コ
住
宅
の

検
討
な
ど
、
市
民
に
協
力
を
求
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
市
は
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
可
燃
ゴ
ミ
と
一
緒
に
焼
却
し
、

年
間
約
８
万
２
千
ト
ン
も
の
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
て
い
ま
す
（
２
０
１

８
年
度
）
。
市

は
高
効
率
ゴ

ミ
発
電
に
よ

り
熱
回
収
を

し
て
い
る
と

言
い
ま
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
熱
回
収

を
リ
サ
イ
ク

ル
と
は
見
な
し
ま
せ
ん
。
政
府
も
２

０
１
８
年
12
月
、
国
会
で
「
熱
回
収

は
３
Ｒ
（
削
減
、
再
使
用
、
リ
サ
イ
ク

ル
）
」
が
尽
き
た
時
に
止
む
を
得
ず
に

や
る
と
い
う
認
識
が
必
要
」
と
答
弁

し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
「
熱
回
収
は
温
暖
化
対

策
に
逆
行
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は

あ
る
か
」
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
市
は

「
次
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
回
収
に
よ
る
費

用
対
効
果
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ

い
て
再
検
証
が
必
要
と
考
え
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
市
は
電
気
、
ガ
ス
等
の
施
設

内
利
用
で
年
間
約
５
万
３
千
ト
ン
の

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
お
り
（
２

０
１
８
年
度
）
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
＝
再
エ
ネ
）
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
10
月
か
ら
76
施
設
に

お
い
て
東
京
電
力
と
の
契
約
を
決
め

て
い
ま
す
。
東
電
の
電
力
構
成
は
８

割
が
石
炭
を
含
む
火
力
発
電
で
す
。

都
内
で
は
世
田
谷
区
、
中
野
区
な
ど

16
自
治
体
が
再

エ
ネ
に
切
り
替

え
て
お
り
、
中

野
区
は
「
む
し

ろ
電
気
代
が
安
く
な
っ
た
」
と
言
い

ま
す
。
「
本
庁
舎
を
含
め
全
公
共
施
設

の
電
力
に
つ
い
て
再
エ
ネ
事
業
者
と

契
約
を
」
と
求
め
た
と
こ
ろ
、
市
は

「
再
エ
ネ
を
導
入
、
そ
の
他
検
討
で
き

れ
ば
と
考
え
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

実
施
が
急
が
れ
ま
す
。

　

国
が
石
炭
火
力
発
電
を
い
ま
だ
に

推
進
す
る
中
、
自
治
体
で
は
「
２
０

５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

実
質
ゼ
ロ
」
表
明
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
「
船
橋
市
も
一
刻
も
早
い
表
明

を
」
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
「
３
月
に
策

定
す
る
次
期
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
中
で
、
２
０
５
０
年
の
目
標

と
し
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
Ｃ
Ｏ
２
排

出
ゼ
ロ
）
を
目
指
す
こ
と
を
進
め
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
対
策
は
待

っ
た
な
し
で
す
。
本
気
の
取
り
組
み

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
件
数
を
増
や
し

　
　

 

実
態
把
握
と
早
期
保
護
を

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
件
数
を
増
や
し

　
　

 

実
態
把
握
と
早
期
保
護
を

電気、ガス等の
施設内利用
３８％

電気、ガス等の
施設内利用
３８％

廃プラスチック
の焼却
５７％

廃プラスチック
の焼却
５７％

その他
５％
その他
５％

市役所からのCO2排出量 単位：トン（2018年度）

域
の
陽
性
率
も
紹
介
し
、
そ
の
中
に
は
千

葉
県
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
船
橋
市
の
陽
性
者
数
は

依
然
と
し
て
県
内
で
は
最
も
多
く
、
直
近

の
陽
性
率
は
、
千
葉
県
平
均
を
上
回
る
数

字
で
す
。　

　

船
橋
市
は
９
月
１
日
に
新
た
な
機
器
を

導
入
し
、
１
日
あ
た
り
の
検
査
可
能
数
を

１
８
０
件
へ
と
増
や
し
ま
し
た
が
、
問
題

は
、
船
橋
市
と
し
て
の
検
査
の
方
針
で

す
。

◆
定
期
検
査
も
視
野
に

　

９
月
４
日
の
市
議
会
本
会
議
で
の
議
案

質
疑
で
、
検
査
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
質

問
に
、
市
長
は
、

①
市
内
高
齢
者
施
設
の
新
規
入
所
者
に
検

　

査
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る

②
介
護
・
病
院
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
へ
２
週

　

間
に
一
度
の
定
期
検
査
を
実
施
す
る
こ

　

と
を
検
討
す
る

等
を
答
え
ま
し
た
。
た
だ
、
定
期
検
査
の

対
象
者
を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
１
日
あ
た
り
の
検
査
数
を
ど
う

増
や
す
か
、
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
感
染
ケ
ー
ス
の
４

割
程
度
を
占
め
る
、
無
症
状
感
染
者
か
ら

の
感
染
を
い
か
に
防
ぐ
か
が
、
重
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
早
期
発
見
・
隔
離
・
保

護
・
治
療
の
充
実
に
向
け
て
、
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
燃
焼
や
め
、再
エ
ネ
に
切
り
替
え

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
宣
言
を

政治と社会を語る

９月２２日（火・休）
午後４時～５時
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◆大規模で網羅的なＰＣＲ検査の実施を ！！


